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Summary

　We observed the differences of the growth-cycle of two years seedlings, planted in

the glass-pot （1800 cc) at March 2 0f 1955, between １４ citrus varieties. The results

are repricated in Figer 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13 and 14. The roots　of

Ｐｏｎｃｉｒｕｓtｒifoliatａ(Fig. 1) showed two growth-peaks and of ＣｉtｒｕｓＦｕｎａｄｏｆｅｏ(Fig. 2)。

Ｃ. ｌｅｉｏｃａりt>a(Fig. 3),Ｃ. ｓｔｎｅｎｓiｓｖａｒ. bｒａｓilienｓiｓ(Fig. 4), Ｃ. ｓｉｎｅｎｓiｓvar.

ＦｕfetｉＪｉａｒｏ,(Fig.5) and Ｃ，Ｔａｍｕｒａｎａ，｡(Fig. 6) showed 3 growth-peaks　respectively｡

Their growing periods were　comperatively short, from the beginning of April to th･ｅ

end of September or the　middle　of　October. The root-elongation of　Ｃ. ｅｒａｎｄｉｓ。ａｒ.

Ｈｏｇｅｎ(Fig. 7), Ｃ. hitｅｒｍｅｄｉａ(Fig. 8), Ｃ. Ｍａｓｓakｕ(Fig. 9) and Ｃ，"Ｔａｃｈｉｂａｎａ

(Fig. 10) showed 4 growth･peaks respectively for growing periods, from the middle of

March or the begenning of April to the middle of October　except Ｃ.　intｅｒｍｅｄｉａ.

The ？ｏt ０１Ｃ. intｅｒｍｅｄｉａcontinued elongating to the end of November.　The growing

periods　of root　of　Ｃ. Ａｕｒａｎtiｕｍ(Fig. 11), Ｃ.　ｓ�ｃａは(Fig. 12), Ｃ. Ｈａtｓｕｄａｉｄａｉ

(Fig. 13) and　Ｃ. jｕｎｏｓ　(Fig. 14) were very long, from the middle of March

or the begenning of April　to the　end of November, and their root-elongation showed

5 growth-peaks　respectively. As　the results of　the observation, we　should　say, in

object to keep off the dry injuary of citrus trees bearing fruits in winter, the varieties,

0f which the roots begin to elongate in early spring　and　continue　elongating　t０　late

autuam or early winter, are comperatively suitable for the root-stocks, that is to say,

Ｃ･ lｕｎｏｓ＼ｓbest, C.Ｎａtｓｕｄａｉｄａｉ, Ｃ. intｅｒ。1,ｅｄｉａ　ａndＣ. ｇｒａｎｄｉｓＩＳ next.
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Oｔt、 Jr^yr.

,ご　i.‘調査の目的とその

゛'　゛　り゛'‘　　　‥｡･

　　　材料と方法　I｀

　｡゛'枡殼砧柑橘類の枝梢の伸

　長週期が種類，品種によっ

　て異ることを田中氏が報じ

・ている。砧木としての良否

　を決めるために，実生につ

‥いて種々の実験調査を進め

　て行くのであるが，まづ，

　･゛実生の紳長週期の種類間の

　差違を知る必要がある。そ

　こで筆者等は1955年３月か

　ら12月に亘って，高知大学

　農学部で，14種の柑橘類の

　２年生実生について調査し

　た。材料は前年の３月に播

　種した　桧殼(Ｐｏｎｃｉｒｕｓ

　けげoliaは)，柚(Ciけｕｓ

　jｕｎｏｓ)，　檀(C. Aura-

　ｎttｕni)，夏檻(Ｃ．Ｎａtｓｕ-

　ｄａｉｄａｉ)，　三宝柑(Ｃ．

　ｓｕｌｃａは)，日向夏蜜柑(Ｃ.

　Ｔａｉｎともｒａｎａ)，　文且(Ｃ．

　ｇｒａｎｄｉｓ。ａｒ. Ｈｏｇｅｎ)，八

　朔(Ｃ，Ｈａｓｓakｕ)，舟床

　蜜柑(C. F.･。ｌａｄｏｆｅｏ)，山

　蜜柑(Ｃ. intｅｒｍｅｄｉａ)，

　柑子(Ｃ. le･ｉｏｃａｒｐａ)，橘

　(Ｃ，Tachib。14)，ウオシ

　ントン・ネーブル･オレンジ

　(Ｃ. ｓｉｎｅｎｓ･iｓ ･Ｕａ･「. bｒａｓi-

　lienｓiｓ｣,福原オレンジ(Ｃ．

　ｓｉｎｅｎｓ･iｓ ｖａｒ. Fukこｕliaｒ･ａ)

　等で，３月２日にガラス・

　ポット(1800cc瓶の底部を

　抜いて,倒立せしめたもの)

　に定植した。尚，１種類当

り３個体，１鉢に１個体とし，用土として畑地粘質土に同量の河砂を混じた。調査は１週間毎に行

い，地上部伸長量は３本に限定した新梢について測定し，他は早期に摘みとり，地下部の伸長量の

測定はポットのガラス面に接した根について調査した。

　　　　　　　　　　　　　2.調　，査　結　果　と

地上部，地下部の伸長週期を示すと第1, 2, 3, 4,

考

５，

察

６，
７ ８ ９

10, 11, 12, 13
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14図の如くである。

ｌ地上部,'地下部の伸長は

交互で，'季節的に若干ずれ

でお画，地上部は地下部に

較べて伸長期が１回多い。

　机殼は３月中旬に催芽し／

７月１日頃に伸長が最も旺

で，10月上旬に伸長を停止

する。その間，３回の伸長

斯がある。地下部について

みると，４月上旬に伸長を

開始し，８月１日頃に最盛

となり，斑月下旬に停止す

る。その阻，２回の伸長期

があ｡る。従って，根群の伸

長期間は最も短い。

　舟床蜜柑，柑子，ウオシ

ントゾ･ネＬプル･yオレー

ジ，福原オレンジの地上部

が４回;　日向夏蜜柑が５回

の伸長期を有するが，いづ

れも，３月下旬に催芽，伸

長しはじめyヽ概して，９月

１日前後に最盛となり，11

月下旬まで伸び続ける。地

下部についてみると，４月

１日頃に伸長を開始し，10

月中，下旬に伸長を停止す

る。その間，３回の伸長期

があり，伸長最盛期は舟床

蜜柑，オレンジ類が６月，

柑子，日向夏蜜柑か７月である。9'月から10月に亘る伸長は，いづれも比較的緩慢である。'換言す

ると，５種共に，地上部に較べて地下部の伸長期間が短い。

　橘，文旦，山蜜柑，八朔は３月中，下旬に催芽して，11月上旬に伸長を停止するが，その間に４

回の伸長期を有し，９月1'日頃の伸長か最も旺である。地下部についてみると，伸長開始期がいづ

れも早く，３月下旬で，なかでも文旦，山蜜柑は特に早い。山蜜柑は11月下旬に，他は10月中，下

旬に伸長を停止する。従って，根の伸長期間は比較的長い。その間，概略４回の伸長期があり，６

月上旬の伸長が最も旺である。山蜜柑が日ヽ向夏蜜柑の砧木として使用されており，また，高知にあ

る50～60年生の温州蜜柑の砧木が文旦と推定されている。此の地下部の伸長期間の長いことからう

なづける所である。゛

　夏檀は３月20日頃，橿は４月１日頃に催芽し。根も同時に伸長し始め;11月下旬に伸長を停止す

るが，その間に地上部４回，地下部５回の伸長期があり;地上部が９月１日前後に;地下部が,≒６

月中，下旬に最も旺に伸長する。尚，11月下旬犀もI地下部は緩慢乍ら心伸長｡し｡てい･る6　｡。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　-｡－　　φ　　　｀¥　●d･　　｡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　・

三宝柑は夏肱檀にほぽ類似七ているが，地上部の舜大伸長期が６月中，下旬である。∧

・柚は３月上旬に催芽して最も孕ﾐ。11下旬に伸長祐停止するが，その間に地上部，地下部は夫々

５回の伸長期を有し，地上部は7‘月１白頃に，地下部は５月１日頃に最盛となる。柚の特色は春季

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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Ｏｔｔ、 Jゲゝｙ･．

５

の根の伸長開始期が著しく早く，かつ，伸長が旺盛である。　その上，初冬まで伸長し続けること

である。地下部の伸長期間が極めて長く，早春から11月下旬まで伸長し続けることは，砧木として

の有利性か認められる。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　，

　以上要約すると,｡柚，夏檀，文旦，山蜜柑は着果越冬する晩生柑橘類の砧木として，比較的に適

していると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
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